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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
「暮らしの手帖」　１９７４年９・10月号
　夏休み中に、M小のSさんからある資料をいただきました。それは「暮らしの手帖　１９７４年９・１０月号」の９０ページから１００ページまでで、記事のタイトルは、「義務教育は、これを無償とする－日本国憲法第二六条　しかし、現実の小学校は、なんとお金のかかるものか」というものです。
　内容は、新一年生の母親の手紙をきっかけに、「暮らしの手帖」が「小学一年生になるには、どれだけお金がかかるか」という調査を実施した結果が発表されているものです。
　１９７４年というと、私は高校２年生。すでに現職であった方もいらっしゃるでしょう。この年すでに教科書は無償となっていましたが、教科書以外の教材教具が家庭の負担で用意されている実態は基本的に現在と変わっていません。そのことが、保護者のリアルな意見とともに、具体的な記事となって掲載されている様は、まさに圧倒的と感じられました。是非皆さんと、この記事を共有したいと思い「暮らしの手帖社」にメールをおくりました。その顛末は以下の通りです。
まずは送信
初めまして。私は、北海道石狩市の中学校に勤務する事務職員の○△◇×と申します。この度は、一つお願いがあってご連絡いたしました。

石狩市の小中学校事務職員の業務組織に、「石狩市公立小中学校事務連携会議」というのがあります。業務の主な内容は、子どもの教育環境の改善とりわけ学校財政運営に関する改善業務をすすめることです。その一環として、保護者家庭の教育費負担状況の調査と分析を行っています。

この度市内の事務職員から「参考になれば」と渡されたのが、１９７４年９・１０月号の暮らしの手帖の記事で、タイトルは「義務教育は、これを無償とする－日本国憲法第二六条　しかし、現実の小学校はなんとお金のかかるものか」となっています。私どもとしては、これは大変貴重な資料が出てきたものだと考えていますので、これを研究資料として私どもの運営するホームページに掲載するとともに、研究発表の資料にも活用したいと考えております。つきましては、ご了解頂けるかどうかご検討下さり、ご返事をいただければ有り難く存じます。何卒よろしくお願い申し上げます。なお、参考までに当ホームページのアドレスは下記の通りです。

翌日早速返事が来ました。

○△◇×様

ご愛顧いただきましてありがとうございます。お問い合わせいただきました、『暮しの手帖1974年9・10月号』でございますが、HP上に記事を転載することはご遠慮いただいております。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。研究発表の際には、決められた引用の範囲内でのご利用は可能です。全文掲載や、全ページのコピー掲載、写真の使用は不可となります。（肖像権やカメラマンの著作権が発生いたします）

ご希望に添えず、申し訳ございません。

ご参考に、著作権について　社団法人著作権情報センターhttp://www.cric.or.jp/index.html 

暮しの手帖社　営業企画部

ということで、一つ勉強しました。記事の内容は、少しずつ紹介していきたいと思います。



























